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　2.10.1　表面クリーニングの種類

　2.10.2　プラズマクリーニング

　2.10.3　レーザクリーニング
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・2024年6月27日 (木)  ｢ファイバーレーザ加工技術の基礎と応用ならびに最新動向｣

【講師の言葉】

レーザは、数多くの優れた特性があるため、金属の切断、溶接、表面処理から、プラスチック、ゴム、フォームなどの

有機材料の加工にまでアプリケーションが拡大している。製造業におけるレーザを用いた加工プロセスは近年までに適用

業界の変化、 加工部位の微小化、加工対象材料の多様化を伴いながら大きく変化して来ており、従来のランプ励起式 

YAG レーザ では、これらの加工品質要求に対応しきれない状況になりつつある。ランプ励起式 YAG レーザに変わる新

たなレーザ発振方式としてファイバーレーザが開発された

ファイバーレーザの最大の特徴は、レーザ発振媒質が 直径10 ～ 50μｍ程度の光ファイバー状となっていることであ

る。従来のランプ励起式レーザの場合、 直径 6 ～ 10 mm程度のロッド状のレー ザ発振媒質を用いて励起光を集光させ

るため、レーザ発振媒質の中心部の温度上昇による熱レンズ効果が発生することとなる。このことが、レーザビームの拡 

がり角を変化させ、レーザビーム品質の劣化を招く原因となっていた。一方、ファイバーレーザにおいては、励起される

レーザ発振媒質が細く長いため、全体が、均一に加熱されることとなり、このような熱レンズ効果現象はほとんど発生す

ることがない。

ファイバーレーザ加工では、小領域にエネルギーを集中し、非常に効率的に材料の溶融あるいは蒸発を起こすので、切

断速度や溶接速度を大きくすることもでき、光合成、光分解、合金元素添加、化学反応の利用も可能である。レーザ加工

技術は産業界の発展に大きく寄与していく、これからの技術であると考えられる。

本セミナーでは、ファイバーレーザについて、主な加工技術(接合、肉盛、切断、表面熱処理、ピーニング、クリーニン

グ等）について原理、特徴およびその動向を説明する。また、自動車をはじめとして各種分野への適用事例について述べ

る。本セミナーは各種製造メーカで、設計・製造に携わる技術者に大いに役立つと考える。

ファイバーレーザについて網羅的に学べる

レーザの概要、各種加工技術、各分野への適応事例、
　ファイバーレーザの今後の展望について、体系的に詳しく解説する特別セミナー！！

【予備知識】特に必要ありません

【習得知識】1)レーザの概要　　2)各種加工技術　　3)各分野への適応事例　　4)ファイバーレーザの動向　など
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ファイバーレーザ加工技術の基礎と応用
ならびに最新動向

～接合から肉盛、切断、表面熱処理、ピーニング、クリーニングまで～

●お支払い方法
受講料は原則として開催前日までにお支払い願います。
経理上、受講料のお支払いがセミナー開催後になる場合は、
お支払日をお知らせ願います。
振り込み手数料は御社の御負担にてお願いします。

◆セミナーお申込要領

●申し込み方法
・弊社ホームページの申込欄又は、FAXかＥ-mailにて
　お申し込みください。
・折り返し、受講票、請求書、会場案内図をお送り致します。
・開催日の8日前以内のキャンセルは、お受け致しかねます
　ので、必要に応じ代理の方のご出席をお願いします。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を
　申し受けます。

h t t p s : //www . t h p l a n . c o m/

詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。
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◆受講料： （消費税等込）      　　　　　  　        １名：49,500円
      同一セミナー　同一企業同時複数人数申込の場合     １名：44,000円 

◆受講資料：　電子テキスト (受講料に含) 
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【受講対象】すべての製造メーカで設計、製造業に携わる技術者


